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標題：界面スピンオービトロニクス - 磁気異方性の基礎と応用 - 

日時：2019 年 2 月 6 日(水) 午後２時～午後３時 

場所：物性研究所本館 6 階 大講義室(A632) 

講師：三輪 真嗣 

所属：東京大学 物性研究所 量子物質研究グループ 

要旨： 

 対称性の低い磁性体では磁気モーメントの向きやすさが方向により異なります。これが「磁気異方性」です。厚みが 1

ナノメートル程度の非常に薄い強磁性金属では膜面垂直方向に一軸の磁気異方性が生じ、界面垂直磁気異方性と呼ばれま

す。これはバルク磁性材料で観測される一軸の結晶磁気異方性[1]と同様の現象であり、スピン軌道相互作用エネルギー

の異方性に由来します。実験技術の進歩により、1980 年頃から超高真空中で異種元素を原子レベルで積層する「金属人

工格子」を用いた研究が可能となりました。近年は磁性金属人工格子の応用物性に注力した「スピントロニクス」の研究が

盛んであり、界面垂直磁気異方性は高密度な磁気セルの実現や高効率な磁極制御手法として重要な役割を果たしています。 

この談話会では薄膜強磁性金属の界面垂直磁気異方性について、物理イメージと応用を話します[2]。磁気異方性の歴

史から始め、磁性金属人工格子における界面スピン軌道相互作用の制御を基軸とした「界面スピンオービトロニクス」を

紹介します。具定例として、界面垂直磁気異方性を利用した磁化ポテンシャル制御により実現した「非線形スピントルク

ダイオード効果」[3]、薄膜デバイス物性研究に X 線磁気円二色性分光を利用して実現した「電界誘起界面垂直磁気異方

性変調の機構解明」[2,4,5]を紹介する予定です。 
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【講師紹介】 

三輪真嗣先生は、大阪大学より本年度 4 月に物性研に着任されました。超高真空薄膜成長技術を利用した新物質・材料

創成とそのスピントロニクスデバイスへの応用に関しての最新の研究成果を伺えると思います。 
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標題：平成 30 年度 物性研究所 退職記念講演会 

日時：2019 年 3 月 8 日(金) 午後１時 30 分～午後５時 10 分 

場所：物性研究所本館 6 階 大講義室(A632) 

要旨：13:30-13:40    所長挨拶 

 

13:40-13:50    嶽山 正二郎先生 業績紹介 

 

13:50-15:20    嶽山 正二郎先生 ご講演 

講演題目   「固体-光-低温-磁界の実験物理」 

 

15:20-15:30    休憩 

 

15:30-15:40    辛 埴先生 業績紹介 

 

15:40-17:10    辛 埴先生 ご講演 

講演題目   「放射光科学とレーザー科学の融合を夢見て」 

 

 

標題：2019 年度 前期 客員所員講演会 

日時：2019 年 4 月 18 日(木) 午前 10 時 30 分～午前 11 時 40 分 

場所：物性研究所本館 6 階 大講義室(A632) 

要旨：10:30-10:40 森初果 所長挨拶 

 

10:40-11:10  新部 正人（兵庫県立大学高度産業科学技術研究所） 

「ホウ素化合物の軟 X 線吸収／発光分光」 

 

11:10-11:40  近藤 浩太（理化学研究所創発物性科学研究センター） 

「界面を用いたスピン流の生成と検出」 
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